
様式第1－1号

支 出 証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

整理番号 3-6-9-1

経費項目 誌職費･研修費･広聴嘩蹟･嬬辮無鱸･鍔･資料臓墳資瀧臓噴･事誇⑳人件費

内 容 事務所賃借料令和7年10月分

年月 日 令和7年9月30日 金 額 100,165円

目 的

使途

政務活動．

県政との

関連性

く領収琴占付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

100,165円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

100,165円



3－6－－，－／
振込・振替取引の照会ｸ0ｸ5/09/309:18

画面ID:BNSO51

鱸蕊・擬慧嬢談鐸謹議

お取引を取り消す場合は「取消確認」ボタンを押してください。

I処理状況

晦房1 受付番号093:OOOユ受付日時2025年09月30HO9時ﾕ2分取引方法ブラウザ

i取引内容

引落口座

全融機関名

支店名

科目

口座番号

振込･振替先口座 受取人名

金額100,000円

引落合計金額100"165円（税込手数料165円）

指定日09月30B

振込依頼人名エマハルヒト

一 一り＝ 一一 一一"一間畠一 ■－－分一■■一年一一 一司 一■■ローnFー 一画旬ムー ーローロー当哩

取消確認

戻る

1ﾉ1https://ww・wdirect.shizuokabank.co,jp/ib/BNSO50Dispatch?SewerID=RSRAO301&B=0149&PT=BS



様式第1－1号

雲番号 ’ 3-6-9-2

支 出証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

経費項目 籍砺讃研修費｡広聴広轤･蕊蹴鞠識･会議･貿洲鍼費･鮮騰入費･事罐⑳人件費

内 容 事務所駐車場令和7年10月分

年月 日 令和7年9月30日 金 額 15,165円

目 的

､使途 ｡一〒

政務活動．

県政との

関連性

＜頑収吾貼1詞華＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

且 ■ 甲

15,165円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

己 一 ■

15,165円



3-6－’-2-
振込・振替取引の照会2025/09/309:16

画面ID:BNSO51

鵜蕊。擬慧蹴識鱒鍵蕊

お取引を取り消す場合は「取消確認」ボタンを押してください。

I処理状況

「…房1 受付番号0930002受付日時フ､ﾌ男年09月30BO9時ﾕ2分取引方法ブラウザ

i取引内容

引落口座

全副機関名

支店名

科目

口座番号

振込･振替先口座 受取人名

金額15"OOO円

引落合計金額15,165円醗込手数料165円）

指定日09月30日

振込依頼人名エマ肌ﾋト

〆･F－ローーーーP一心色山的ー勺■凸･＝ロー＃歩一■幻割甜圭一毎－1両■一一四一壷→･凸一等一全一弓丸

取消確認
－－畦一一■■I￥■一 雪P■＝ 一一 閏I■一一夢－1－－ 蜂■－■r自苗章■■｡■■酉■ 一 声

戻る

1ﾉ1https://www,direct,shizuokabank･CO･jp/ib/BNSO50Dispatch?ServedD=RSRAO301&B=0149&PT=BS



様式第1－1号

轄理番号 3-6-9-3

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

経費項目 調罰暁費｡研修費｡1輔広轤｡要識樵轆鱸･会識･資料I癖. 鮮臓入 事諦讃,人件費

内 容 8月政務活動費郵送

年月 日 令和7年9月5日 金 額 320円

目 的

使 途

政務活動

県政との

関連性

●

く飼梗議占付枠＞

’

1

1

I

今工
F汀

[証
第一
@320

醤

領収三廷
日

'3罰紛人 様

切手
定形婦格内） 157.59

1通 ￥320

小 計 \320

計通数 1通
￥320

10%） ￥29）
\O

舗 \321
お預り金額 \1,000

ｶつリ \681
|llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll111

〒
東
登
取
率
蓮

100-8792

蕊喜代

瀞』
TEL:0538

田昌響儲さ
T1010001112577

鯉謹饅
-32-4907

郵便株式会社
手町2－3－1

14:02

99箱01

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

320円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

320円



様式第1－1号

支出証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議。江間治人）

I

轄理番号 36-9-4

経費項目 調蕊職讃研修費･広聴広鱸･蕊謝譜篭臘･識･緋M廟墳･緋陶噴･事鑑･事翻懇

内 容 事務員雇用令和7年9月分

年月 日 令和7年9月1日～令和7年9月30日 金 額 52,414円

目 的 － 9

使 途
一

政務活動．

県政との

関連性

く領収琴占付枠＞

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分ずる

領収書金額(a)

● ■ 4

69,885円

案分率(b)

46.5/62

j以猿1口男U貢x1－L 額(a×b)

剣 ■ ■

52,414円



3-6-9-4

令和7年9月分給与(10月10日支払）

給与明細

※12円/畑で計算

支給合計 69,885円

総支給合計 70,593円

磐田市中泉3丁目5番地17
静岡県議会議員江間治人

鎚蕊潟蒸圖蕊鷺 曜日 姦謹出劃;畷 轆

Ｉ酌一群一両二《 』可昼塞可睦 必冊乳 休貢

■
■
■
■
』 勤務時間

1 9月2日 火 10 )0 15 00 5時間00分

2 9月4日 木 10 )0 15 00 5時間00分

3 9月5日 金 9 10 15 00 5時間30分

4 9月9日 火 10 00 15 00 5時間00分

5 9月11日 木 10 00 15 00 5時間00分

6 9月12日 金 9 30 15 00 5時間30分

7 9月16日 火 10 00 15 00 5時間00分

8 9月18日 木 10 00 15 00 5時間00分

9 9月19日 金 9 30 15 00 5時間30分

10 9月25日 木 10 00 15 00 5時間00分

11 9月26日 金 9 30 15 00 5時間30分

12 9月30日 火 10 00 15 00 5時間00分

合 計 62時間00分

給与

総勤務時間

62時間00分

超勤時間 分

時給

1,100円

小計

68,200円

交通費
勤務日数

12日

距離

11.7km 1,685円

後援会資料配達交通費
距離

59.0km

計

708円



3－6－9－4

会派様式第5号

雇用実績霊
2025年

月

スケジュ ＆’ 舌動費集火

〆、 スケジュ ＆､ 舌動費集固＋

土

月

火



様式第1－1号

支 出 証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

）

整醗昏号 3-6-9-5

経費項目 譲砺讃,研艤･脇聴広報費･蕊辮報鱸 会議･齢M愉墳･群陶噴･議農讃･事諦懇

内 容 事務員雇用 令和7年9月分

年月 日 令和7年9月1日～令和7年9月30日 金 額 56,306円

目 的

使 途

政務活動・

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分ずる

領収書金額(a)

71,915円

案分率(b)

50.5／64.5

政務活動費支 封額(a×b)

56,306円



3－6－9－5

■■■■様
9月分給与 （10月10日支払い）

給与明細

令和7年

※12円/畑で計算

支給合計 71,915円

総支給合計 73,253円

5番地17
江間治人

磐田市中泉3丁目
静岡県議会議員

ｰ

月日 曜日 出勤時刻 退勤時刻 休憩 勤務時’ 罰

1 9月1 ヨ 月 0:':00 5 00 5時債 00分

2 9月3 ヨ ｜水 10 00 15 O0 5時借 00分

3 9月6
言

計 土 10 00 15 90 5時借 30分

4 9月8 ヨ 月 10 00 15 30 5時階 30分

5 9月10 ヨ 水 10 00 15 30 5時情 30分

6 9月13日 土 10 00 15 30 5時借 30分

7 9月17日 水 10 00 15 30 5時借 30分

8 9月29g 主 10;O0 15:00 5時階 00分

9 9月22日 月 10:00 16:00 6時階 00分

10 9月24日 水 10:00 15 30 5時借 30易

11 9月27日 土 10:00 15 30 5時借 30f

12 9月29日 月 10:00 15 OO 5時盾 00分

合計 64時間30分

給与

総勤務時間

64時間30分

超勤時間

時給

1,100円

分

小計

70,950円

交通費
勤務日数

12目

距離

6.7krif 965円

後援会資料配達交通費
距離

111.5km

計

1,338円
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計 (A) 64時間30分 (B) 50時間30分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和 7 年 9月 30 日

会派･議員名 自民改革会議 江間治人

{政務活動費禿当計算}…①叉は②の算式を用いて､政務活動費禿当分を算出する。

①(B){50時間30分｝×単価{1100円}= 55,550円

交通費 965円× 50.5 / 64.5 {(B)/(A)} = 756円

②総支給額｛ 71,915円｝ × (B)/(A) = 56,306 円



鐡員I

I

目 的

使途

政務活動．

県政との

関連性

＜領収割占付枠＞

雇用時間(27H) 政務活動時間(27H)

①雇用実績表に基づき100%政務活動

29,700円

②交通費（バス代往御は政務活動費0日分支給

①+②＝29,700円

経費項目 識形漬｡研修費鰯紘報費蕊鱗鶏辮会議｡資料侮蹟｡資辮〕噴事諜費･事諦懇

内 容 事務員雇用令和7年9月分

年月 日 令和7年9月1日～令和7年9月30日 金 額 29,700円

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分ずる

T則又書錘貝(aノ

ご ■ ■

29,700円

案分率(b)

詳細は上記記入

政務活動費支出額(a×b)

29,700円



3-6-9-6

■■■■様
令和7年9月分給与(10月10日支払）

給与明細

支給合計 29,700円

磐田市中泉3丁目5番地17
静岡県議会議員江間治人

卿凋溌圓猟 曜 ヨ’
y r

Z
IⅡI■寺■

Dq\pdI pzIjJ
P風U1ｨr4巴=

親蕾燗嘗爵翻脾 歩．,&．

l↑』,『■・h 月董H鱈翻 f Ih■

乳！､,， 休蕪 勤務時借

1 9月22日 屑 13 00 18 00 5時間0 〕分
2 9月23日 火 13 00 15 00 2時間00分
3 9月24日 水 13 00 16 00 3時間00分
4 9月25日 木 13 00 18 00 5時間00分
5 9月26日 金 13 00 17 00 4時間00分
6 9月27日 土 13 00 17 00 4時間00分
7 9月30日 火 10 00 14 00 4時間00分

合計 27時間00分

給与
総劉 務時間

27時間00分

時給

1,100円

小計

29,700円

交通費

日請求

勤務日数
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340円 0円



3－6－9－6

会派様式第5号

雇用実績表
2025年

9月分 氏 名 ■■■ ■■■

日 曜日
雇 用

時間数
うち政務活動
業務時間数

政務活動業務内容

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 主

14 日

15 ‘月

16 火

17 水
J 寺

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月 5時間00分 5時間00分 県政報告執筆 資料作成

23 火 2時間00分 2時間00分 県政報告執筆 資料作成

24 水 3時間00分 3時間00分 県政報告執筆 資料作成

25 木 5時間00分 5時間00分 県政報告執筆

26 金 4時間00分 4時間00分 県政報告執筆

27 土 4時間0O分 4時間00分 県政報告執筆

28 日

29 月

30 火 4時間00分 4時間00分 県政報告執筆

計 (A) 27時間00分 (B) 27時間00分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和 7 年 9月 30 日

会派･議員名 自民改革会議 江間治人

{政務活動費売当計算}…①又は②の算式を用いて､政務活動費禿当分を算出する。

①(B){27時間00分｝ × 単価{1,100円}= 29,700円

交通壷 340 円 × ＝ 0円

②総支給額｛ 29,700円｝×(B)/(A)+ 0 円= 29,700 円



様式第1－1号

支 出 証 拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

籟弼讃｡研鰭圃雛識費婁識情辮鱸･会議攪粥棚癖 事霊 ･謡甥漬･人件費経費項目

新聞購読令和7年9月分内 容

金 額 967円年月 日 令和7年9月22日

整理番号 3-6-9-7

目 的 県政､社会情勢に関する情報収集

使 途 令和7年9月購読料

政務活動。

県政との

関連性

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

く領収琴占付枠＞

I I

'払込受領証(お客様控)｜ご請求書 下記の通りご請求申し上げます。
ド灘鰐教新聞をご購読いただき誠にありがとう

震奔露薊諏1鳥聖教新聞販売店 ｜お支払いは、この払込取扱票により、記載のお支払
｜期限までにお支払いください。

j人大山 宜晃
淵お問い合わせは､右の宛名面に記載の｢お問い合わ

'登録番号:T88106894096681,鴬壁熱｣零割堕鷺21イブ詰乗日日抑〉 ※は塞減輝室針争品目です㈲Ⅱ
Ｉ
‐
６
１
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ー
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’
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，

払江間はるひと事務所

ー
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｣額￥1，934
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０
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↑
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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０
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収納代行ネ愚妻社ｼﾔｯｸｽ

91

翼
1

1

1

！

画
｜ I

(10%対象 ￥O消費税

（8％対象 ￥1,934消費税 \1

\Uノ

43）

お
支
払
い
の
際
は
、
右
の
宛
名
部
分
を
切
り
離
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ご購読年月2025年09月(09/01～09/30)
ご請求金額￥1,934

お支払期限2025年10月10日

請求番号 ■■■■■■■

品 目 定価（税込） 部 数 金額（税込）

聖教新聞※ ￥1,934 1部 \1,934

ユ
Ｅ 計金額(税込） \1，934

受 領 印

1

1

／

ｆ
ｊ

●■弓■ローーーー■寺争一画■■■‐■一一－＝画■一■q

1 9

収入印紙貼付梱

ザが

Ｕ
Ｐ
９
１
〕
９
０
０
Ⅱ
■

,D･守．.､魁'毎I

案分の理由

後援会活動を含むため

按分ずる（1厘）

領収書金額(a)

1,934円

案分率(b)

1尼

政務活動費支出額(a×b)政務活動費支出ー 睦、、ー ‐ マーノ

J d F

967円



様式第1－1号

支出証拠 書

（会派名。議員氏名 自民改革会議・江間治人）
》
潅
雪篝

整理番号 3-6-9-8

経費項目 誌形蹟研修費鰯雛燕費癖鴫鯛鱸,会議費･齢M儀墳⑳事務費･事翻潰人件費
内 容 新聞購読令和7年9月分

年月 日 令和7年9月30日 金 額 1,650円

目 的 県政､社会情勢に関する情報収集

使途 令和7年9月 購読料

政務活動・

県政との

関連性

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

く須梗琴占付枠＞

‘領 収 証

江間 治人 様
2025年9月分

議蝉
I （10%対象 0税 0）

‘ご愛読ありがとうございます。

お客様にまどころとともに新聞を

，お届けいたします。

卜記令謂正に領収いたしました。

※消費税等込み

読売・日本経済・静岡新聞

㈲博報堂新聞店
T3080402019850 "0120-320156

a32-0155m37-0236

'お客様の個人情報は､配達集金業務などに利用させていただいております。

＊は軽減税率丈

倖静岡新聞

部数

1

金 額

3,300

備 考 合 計金額

Ｆ
く
し

９

３

|0Q

案分の理由

後援会活動を含むため

按分ずる（1胸）

領収書金額(a)

q e 4

3,300円

案分率(b)

1/2

政務活動費支出額(a×b)

口 ■ ■

1,650円



様式第1－1号

支 出 証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

F ▼ 九一

鑿理番号 3-6-9-9

経費項目 誌'暁費研修費･広聴広鑑･蠕齢諦鍛会議資料i闘齋鯛購入費事溌費緬人件費

内 容 事務所電気代令和7年9月分

年月 日 令和7年9月30日 金 額 10,199円

目 的 ’
使 途 ’ －

政務活動・

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

2階建てのうち1階を後援会と

政務活動で賃貸(契約は月ID

光熱費請求額は､1階｡2階を

含めるため､1階部分のみを

対象とする 0

40,795円×1/2＝

20,398円…1 階部分

｜
I

川
口
１
ノ
【
Ｘ
・
フ
ヘ
ト
ー
陣
。
ヘ
。
ｕ
４
ゾ
グ
Ｌ
ご
一
再
・
１
０

1

U

I

。
〃
Ｌ
〆
Ⅲ
ｖ
頭
角
、
ゴ
ハ
哩
語
Ｆ
三
宝
【
Ｈ
■
ｊ
Ⅱ
ｒ
・
■
ｊ
グ
ー
寺
Ｌ
‐
０
０
８
■
９
Ｊ
〃
恥
ｊ
Ⅳ
Ａ
雌
０
０
‐
１
１
１
Ｆ
‐
１
回
Ｊ
■
ｆ
■
４
‐
８
１
１
１

1ー

振替払込請求書兼受領証(振込金受領証)(070901）

お支払期日は ｢T0戸~祠 です。お支払期日を過ぎてお支払いいただいた埋合は、

延滞利息(年利10％)を､お支払いの日以降の料金とあわせてご請求いたします。

ただし､ご家庭や商店など低圧の電気をお使いいただいているお客さまが、

10日目までにお支払いいただいた場合は､延滞利息を申し受けません。

払込用綴の有効期畷は｢Tﾛ壺丁ﾖとなっております。
中部電力ミライズ株式会社カスタマーセンター

(ゆうちよ銀行）
一

本
証
に
よ
り
当
社
の
集
金
員
が
集
金
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

看
錘
面
も
デ
ー
ら
ん
く
だ
さ
み
。

お支払期日の翌日から

口癖頴

号番号 00100■ 5 蕗 900116
加入

者名
中部電力ミライズ採式会社

令和7軍9月分|ご使用期間8月1日～8月31日(日程01）

金額

千 声 -卜 刀

4

千

0

百

7

-卜

9 計
消費税等相当顕(再掲）

’31708円

ご依頼人氏名

江間 治人様

お客さま番号・契約種別 容 量 ご使用厨 上記金額の内訳(円）

■ﾛ■■■■■
祥母電灯C

■ kVA

6

kWh

’ ’445 ’14吟73
■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■Ⅱ■■■■■■■■■■■

低圧電力

Ｗ
ｎ
Ｕ

ｋ
バ
ー

上Wh

l r59 ’26522

｜ I ｜ ’

秒
学、陛芦

印

0570－048－155

(携帯電話･PHSからもご利用いただけます｡）

案分の理由

政務活動費、後援会活動

費､使用のため按分

領収書金額(a)

20,398円

案分率(b)

1/2

政務活動費支出額(a×b)

10,199円



様式第1－1号

支 出 証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議。江間治人）

整理番号

経費項目 調翫艤費･’形費｡圃雛報費｡蕊調青郭鱸･鍔･資料f愉蹟｡鮮購蹟感翻漬･人偶賓

内 容 事務所電話通信令和7年9月分、
謂永

年月 日 令和7年9月30日 金 額 8,923円

目 的

使 途

政務活動・

県政との

関連性

く領反書貼付枠＞

ナンバーﾃｨｽﾌﾚｲ使用料1,200円

追加番号使用料100円(使用していない1番号分を除く）

ユニバーサルサービス料4円(使用していない1番号分を除く）

(1,200円十100円十4円)×1.10＝1,434円は除く

10,357円-1,434円＝8,923円

Ａ
Ｔ
Ｍ
エ
た
は
ゆ
う
ち
よ
鍾
行
・
郵
便
周
で
お
支
払
い
の
過
合
は
、
左
鍵
２
枚
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
上
鴎
以
外
で
お
支
払
い
の
軽
合
は
切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
１
．
１
４
１
．
Ｉ
ｌ
Ｔ
３
ｊ
ｑ
１
１
ｊ
ｉ
Ｉ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
０
０
、
Ｊ
１
が
ｌ
Ｊ
ｔ
ｈ
ｒ
円
Ｉ
ｊ
叶
１
日
０
伯
迅
１
，
．
３
１
－
、
炉
両
日
Ｈ
Ｌ
Ｃ
１
１
５
．
Ｆ
‐
十
‐
守
伊
ロ
Ⅱ
■
，
Ｊ
‐
ｌ
ｌ
０
Ｙ
ｊ
Ⅱ
Ｊ
４
Ｉ
ｌ
も
Ⅱ
１
．
１
，
Ｆ
▽
●
Ｊ
，
１
．
８
．
０
ｑ
Ｄ
ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｈ
Ｊ
ｂ
，
０
１
ｔ
。
，
同
１
４
１
Ｊ
．
０
，
１
ｉ
■
ｆ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
ｌ

電話料金等払込受領証

西日本ご利用分

（金融機関･CVS用)→お客様

’

答。

案分の理由

全て政務活動費にかかる

ものである

領収書金額(a)

8,923円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

8,923円
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様式第1－1号

支 出証拠 書

（会派名。議員氏名自民改革会議・江間治人）

一一一一一一一一一一一一

整理番号 3-6-9-11

経費項目 調劃職潰・研1…蕊繊鞠鋤費･会議･資料作籟･資淵購入費｡喜諺漬･謡翻漬･人件費

内 容 県政報告ポスティング用ビニル袋

年月 日 令和7年9月24日 金 額 1,056円

目 的 県政に係る情報等を県民に報告

使途 県政報告配布袋

政務活動

県政との

関連性

●

県の施策、定例報告、活動状況を県民に報告する

く領収書貼付枠＞

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

1,056円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

1,056円
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軽減税率(8%)適用商品は
「軽」が印字されております
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登録番号T9-0800-0100-4802

貴No:02222009;■■
|取引No4785 4点買



様式第1－1号

書支出証拠

預収書貼
空 疹』

砕渉

孜扱料金500円のうち保険料326円を除いて読

罫駅～磐田献う呈弓■■．｡

野． 理1L

整理番号 3-6-9-12

経費項目（ 研嬢･圃諏潮潰･癖辮鞠藤鑛･会議費･資料I賊費･資1輪入費･事溌費･事諦漬･人件費

内 容 観光産捧興議車i襟

年月 日 令和7年9月1日～9月2日 金 額 32,199円

目的 県内観光産業の振興を図る

使途 交通費宿泊代

政務活動

県政との

関連性

●

県内観光地の振興のために主体となる事業者の話を伺い県の効果的な支援に反映させる

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

J j p

32,199円

案分率(b)

1伽％

政務活動費支出額(a×b)

4 J ■

32,199円
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画面ID:BNSO51

擬灘。擬慧熱戦鯵騨蕊

お取引を取り消す場合は「取消確認」ボタンを押してください。

l処理状況

受付番号0916001受付日時"n"E年09月16BO9時29分取引方法ブラウザ匹霊ヨ
軸､

I取引内容

引落口座

金融機関名シズオカ

支店名力沖

科目普通預金

口座番号0364425

受取人名力)ﾀﾞｲﾃﾂｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

金額30,765円

指定日09月16日

振込･振替先口座

振込依頼人名エマllﾙﾋﾄ

鈩 像=ず

戻る
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御請求書

発行日恥m月習

撰
株式会社 大鉄アドノ
大鉄観光サービス本社

静岡県知事登録旅行業 第

〒428-0013静岡県島田市金谷東2-1112-2

TELO547-46-3131/FAXO547-46-2257

E-man(代表)鹸鑿蟹igawa-ranw…"・
登録番号:T5080001013419

江 間 治 人 様

ご旅行先 ：静岡・榛南・寸又峡温泉

ご利用日 :2025年9月1日～9月2巳

ご請求金額
￥ 30,765

＜ 内 訳 ＞

この度は、大鉄観光サービスをご利用いただきまして誠にありがとうございました。
上記の内容にて請求書を発行いたしました。
2023年 月 日までに下記指定口座にお振込みをお願いします。
＊恐れ入りますがお振込み手数料はお客様のご負担にて御願い致します。

＜口座名義＞株式会社大鉄アドバンス代表取締役鈴木肇
く取引銀行＞静岡銀行 金谷支店 （普） 0364425

島田掛川信用金庫 金谷支店 （普） 285064
大井川農業協同組合五和支店 （普） 0026057

担当者

■

項 目 数 量 単 価 税率 金 額 備 考

貸切バス代 1 15,322 10% 159322

有料道路代 1 208 10％ 208

乗務員経費 1 835 10% 835

宿 泊 代 1 13,900 10％ 13,900

旅行取扱料金 1 500 10％ 500 静旅協特別補償代含む

1

1
1

』 』 ｰ

斗旅行取扱料500円のうち、保険料326円を除く
I U|

0

0

0

0

0

0

0

0

計 30,765

お預かり金額（月 日） 0

差 引 ご 請 求 金 額 30,765

税率10％ 税込金額

税率8％ 税込金額
非課税・不課税

\： 0,765

\0

\0

Ⅵ
Ｊ

〃Ｉ

内I
l'コイ

費税額

費税額
肖費税額

\2,797

\0

\O


